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平成 27 年 5 月 31 日（日）、KKR 札幌医療

センター 3 階第 1 会議室におきまして、平成

27 年度公益社団法人北海道臨床工学技士会総

会が開催されました。 

審議事項、報告事項の各議案に関して、委任

状による出席者を含め過半数を超えた会員よ

り承認を頂き成立しました。 

また、総会に先立ち北海道大学病院の寒河江

磨先生による、総会特別講演「心臓移植の実際と

臨床工学技士の関わり」が講演されました。 

ご多忙な時期にも関わらず、積極的に御協力

頂いた会員皆様に篤く御礼申し上げます。 

出席者数 

・ 会員数 1,075 名 

・ 総会出席 665 名（うち委任状出席 644 名） 

 

審議事項 

・ 第 1 号議案 平成 26 年度事業および収支決

算報告 

・ 第 2 号議案 平成 26 年度監査報告 

・ 第 3 号議案 会費規程の変更 

 

報告事項 

・ 平成 27 年度事業計画報告 

・ 平成 27 年度収支予算報告 

 

総会議案書の訂正について 

総会当日訂正がありましたので報告致します。 

変更点 

① 「6.報告事項 会費規程の変更」を消去し、

「第 3 号議案 会費規程の変更」を追加 

② 審議事項 第1号議案 平成26年度事業およ

び収支決算報告に財務委員会の事業報告を

追加 

総会特別講演で講演される寒河江先生 
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―釧路地方中南部の地震について― 

 

平成 27 年 6 月 4 日 4 時 34 分【最大震度 5

弱】北海道釧路市で震度 5 弱を観測したほか、

北海道で震度 3 から 1 を観測しました。(気象

庁発表） 

 

釧路市で震度 5 弱との観測がありましたが、

震源地は阿寒湖畔のためか釧路市内は全く揺

れを感じず震度 1 程度でした。 

震源地から近い弟子屈町で震度 3 でしたが、

弟子屈町の医療施設からは被害は無かったと

報告を受けております。 

今回の地震による各医療施設からの被害報

告は受けておりません。 

（報告：釧路泌尿器科クリニック 伊藤 正峰） 

※関連記事 

＜大阪の病院汚職で技士 7 人を処分  
飲食接待受ける＞  

大阪市都島区の市立総合医療センターで起き

た人工心肺装置納入をめぐる贈収賄事件に絡

み、センターを運営する地方独立行政法人「大

阪市民病院機構」は 29 日、贈賄側の業者から得

た物品を隠したり、出入り業者から再三、飲食

接待を受けたりしていたとして、技士 7 人を停

職や減給の懲戒処分とし、発表した。 

 発表によると、7 人は医療機器メーカー側から

パソコンなどを受け取ったとして収賄罪で有罪

判決が確定した元主査（47）＝懲戒免職＝の部

下だった。1994～2013 年に少なくとも 2～8 回、

元主査らとともに贈賄側を含む業者７社から焼

き肉などの飲食接待を受けていた。機構の聞き

取りに「上司（元主査）の誘いを断れなかった。

公務員としての意識が欠如していた」と話した

という。 

さらに 45 歳の男性技士は元主査への賄賂だ

ったパソコンやデジタルカメラを隠し、07 年に

業者に自宅の引っ越しを手伝わせたとして停職

1 年に。37 歳の男性技士は業者に有利に働く仕

様書づくりに加担したとして停職 3 カ月、49 歳

の男性技士は飲食接待のきっかけをつくったと

して停職 2 カ月、ほか技士 4 人は減給とされた。

この日会見したセンターの西上和伸・総務部長

は「信頼を損ない深くおわびする。再発防止に

努める」と陳謝した。 

朝日新聞社 2015 年 5 月 29 日(金)配信  

 

平成 27 年度北海道臨床工学技士会総会にお

いて事務局長に会長任命により就任いたしまし

た保坂内科クリニックの池田純幸と申します。

今までは副事務局長と公益事業推進委員会副委

員長をさせていただいておりました。 

この度は前任の大宮副会長が長年にわたり従

事していらっしゃった事務局長という大役を引

き継ぐ事となり身の引き締まる思いです。 

当技士会は平成元年に、臨床工学技士の職能

団体として全国に先駆けて発足しました。発足

後もどの都府県よりも早く、時代のニーズに合

わせた事業を行い、その事業の数は枚挙に暇が

ありませんが、一般市民への臨床工学技士の認

知度としてはまだまだ不十分な点があるのは否

めません。そこで一般市民への認知度向上と共

に北海道の臨床工学技士全体の裾野を広げつ

つ、知識・技術の研鑽により頂の高い組織とし

て成熟していけるよう、微力ではありますが力

の限り尽くす決意でおりますので、皆様どうぞ

よろしくお願い致します。 

保坂内科クリニック  

池田 純幸 

日本臨床工学技士会の倫理綱領に示された倫

理規定では「8 臨床工学技士は、不当な報酬を求

める等の法と人道に背く行為はしない。」と定め

られています。 

臨床工学技士は医療機器を管理する専門職と

して、医療機器の選定等に大きな発言力を有す

るようになってきています。医療機関内におけ

る臨床工学技士の立場が確立され、発言力が高

くなることは大変喜ばしいことですが、その反

面果たすべき大きな責任が伴ってきます。そこ

で会員各位には今一度「倫理綱領」を遵守し、

自らを律し正す姿勢についてあらためて確認を

お願いします。 
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10 月 24 日（土）当会開催のアフェレシス技

術セミナーの後に開催する、第 35 回日本アフ

ェレシス学会北海道地方会（会場：札幌北楡病

院講堂）で演題を募集します。 

 

＜演題募集期間と登録方法＞ 

 

演題募集期間 

2015 年 6 月 3 日（水）正午頃 

～2015 年 7 月 2 日（木）正午 （予定） 

 

登録方法 

北海道医学大会ホームページより演題登録 

(http://www.hokkaido.med.or.jp/igaku/index.html） 

          

詳細は北海道医学大会ホームページをご覧ください。 

皆様からふるって演題登録お待ちしております!! 

～第 35 回日本アフェレシス学会北海道地方会～ 

 

 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 
****************************************** 

2015 年 6 月 20 日（土） 

「第１回 地域連携セミナー」 
会場 北見赤十字病院 新北館 3階会議室  

北見市北6条東2丁目1番地 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2015 年 6 月 27 日（土）～ 6 月 28 日（日） 

「尾崎塾 呼吸教室」 

「徹底理解血液学ｶﾞｽと酸塩基平衡教室」（27日） 

「呼吸管理の必須知識とテクニック」（28日） 

会場 旭川赤十字病院  

旭川市曙1条1丁目1-1 

http://www.kobe.zaq.jp/ozakijuku/ 

****************************************** 

2015 年 8 月 23 日(日) 

「第7回 血液浄化Step Upビデオセミナー」 

会場 中外製薬株式会社札幌支店 8階 

札幌市中央区北3条西4丁目1-1 

（詳細は右のポスターをご参照下さい） 

****************************************** 

****************************************** 

2015 年 8 月 1 日（土）～ 8 月 2 日（日） 

「FCCS 8月札幌コース」 

会場 札幌医科大学  

札幌市中央区南1条西17丁目 

http://www.jseptic.com/ 

****************************************** 

2015 年 8 月 29 日（土）～ 30 日（日） 

「ImSAFER研究会主催  

医療安全セミナー」 

会場 かでる2・7 

   札幌市中央区北2条西7丁目 

道民活動センタービル 

http://www.medicalsafer-kts.com/ 

****************************************** 

2015 年 9 月 12 日（土）～ 13 日(日) 

「第22回 日本体外循環技術医学会 
北海道地方会大会」 

会場 市立旭川病院 大会議室 

旭川市金星町1丁目1-65 

****************************************** 



（詳細は日本医療機能評価機構のホームページをご覧下さい） 
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 医薬品医療機器総合機構（PMDA）は 4 月 10

日、電気メスの使用中に液体包帯や骨セメント

に引火する事例があったとして、医療安全情報

No.15「電気メスの取り扱い時の注意について

（その 2）」（2010 年公開）に情報を追加した改

定版を公開した。従来から引火の可能性がある

と指摘されていたアルコール含有消毒剤以外に

も、電気メスの周囲で使用する製品の可燃性に

ついて、添付文書などを確認するよう注意を促

している。 

 改定版は、引火の報告があった液体包帯の一

例として、「シュアプレップスプレー低刺激性皮

膜材」「キャビロン 非アルコール性皮膜 スプレ

ー、キャビロン 非アルコール性皮膜 ワイプ」

「ノンアルコール スキンプレップ スプレー、

ノンアルコール スキンプレップ」を挙げた。 

医療安全情報 No.15 は、「気化したアルコー

ル含有消毒剤や液体包帯などに電気メスの火花

が引火し、患者がやけどを負った」との事例報

告を受けて、アルコール（エタノール又はイソ

プロパノール）を含有する消毒剤は火気厳禁で

あると強調。大量に使用すると、ドレープやマ

～液体包帯や骨セメントへの引火事例報告も～ 

告を受けて、アルコール（エタノール又はイソ

プロパノール）を含有する消毒剤は火気厳禁で

あると強調。大量に使用すると、ドレープやマ

ットレスに吸収された消毒剤から、気化したア

ルコールに引火する可能性があり、引火した炎

は初めは青白く気付きづらいので危険だと指摘

している。アルコールを含有する消毒剤やアル

コールで希釈した消毒剤を使用する際には、 原

則、電気メスの使用は控え、やむを得ず電気メ

スを使用する場合には、アルコールを含有しな

い消毒剤の考慮を促しているほか、商品名に「エ

タノール」や「アルコール」などの表記がない

消毒剤もあるので、注意するよう呼び掛けてい

る。 

2015 年 4 月 13 日 医薬品医療機器総合機構 配信 

 

＜参考資料＞ 

医療安全情報 No.15 

｢電気メスの取り扱い時の注意について(その 2)｣ 
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平成 27 年 5 月までの理事会からのお知らせ 

・ 平成 27 年度総会（講演会含む）について 

（平成 26 年度決算報告、平成 27 年度事業

報告、会費規程の改訂） 

・ 組織委員会活動報告 

（第 1 回地域連携セミナー） 

・ 安全委員会への委員追加（3 名） 

・ 後援依頼（第 7 回血液浄化 STEP UP ビデオ

セミナー）、共催依頼（TPP と医療を考える

道民集会）の承認 

・ 会員数について（1,075 名、賛助会員 66 社：

5/1 現在、保険契約数 93 名：3/18 現在） 

・ 会費未納者の対応について 
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◆RM ニュース◆ 

 
＜「拘束解除で呼吸器外れる」死亡男性 

の遺族、宮城県塩釜市の病院を提訴＞ 
塩釜市の総合病院に入院中だった宮城県利府

町の男性＝当時（75）＝が遷延性意識障害（植

物状態）になり死亡したのは、病院が男性の身

体拘束を解いたために呼吸器を外してしまった

からだとして、遺族 3 人が 11 日、病院を運営す

る宮城厚生協会（多賀城市）に 2000 万円の損害

賠償を求める訴えを仙台地裁に起こした。 

 訴えによると、男性は昨年 2 月上旬、靴擦れ

によって左足親指が壊死（えし）したため入院。  

治療中に感染症にかかって呼吸器が必要となっ

たが、呼吸器が外れ、約 4 カ月間の植物状態を

経てことし 2 月、心拍低下などで死亡した。 

 男性の両手には当初、拘束用ミトンが付けら

れていたが、病院が拘束を解除。男性が自分で

呼吸器を外したとみられる。 

 遺族側は「病院は当時、『いつまでも拘束する

のはかわいそうだった』と説明したが、生命維

持に必要な呼吸器は厳格に管理すべきだ」と主

張している。 

 宮城厚生協会は「訴状が届いていないのでコ

メントできない」と話した。 

 河北新報 2015 年 5 月 12 日(火)配信 

＜透析医療の重篤事故、最多は抜針 

日本透析医会、10 年ぶり全国調査の結
果公開＞ 

 日本透析医会はこのほど、全国の透析医療施

設を対象に行った透析医療事故調査報告の結果

を公表した。2002 年の前回調査以来で、穿刺の

失敗や透析モードのスイッチ入れ忘れなど 23

の具体的な事故例の有無などを尋ねている。重

篤な事故は最多が抜針に関するもので 4 割近く

の報告があった。全体では減少傾向にあるもの

の、禁止されているエア返血を実施している施

設もあり、同医会では早急な改善が必要として

いる。 

 調査は、日本透析医会や日本透析医学会に加

盟する 4013 施設にアンケート用紙を配布して

実施。各施設で経験した重篤な透析医療事故に

関する報告を求め、1755 施設から回答を得た

（回収率 43.7％）。重篤の定義は①死亡か生命を

脅かす可能性のあった事故、②入院か入院期間

の延長が必要だった事故、③2 人以上の患者に同

時発生した集団事故」とした。 

 2013年の 1年間に発生した事故は 519件に上

り、内訳は①351 件、②128 件、③40 件だった。

重篤な事故の発生頻度は 100 万透析当たり 32.4

件で、前回調査の 40.4件に比べて減少していた。

事故事例の具体的な記載があったのは 432 件に

上り、最も多い原因は抜針事故で 38.7％を占め、

次いで転倒・転落事故 11.3％となった。また、

標準的な操作マニュアルで禁止されているエア

返血を実施している施設は、部分的なものを含

め 3.4％に上った。これについて日本透析医会は

「エア返血禁止の徹底が必要と考えられ、自動

返血装置の普及によってエア返血が自然消滅す

る可能性もある」との見方を示している。 

 以上から、同医会は「透析患者の高齢化や認

知症合併患者の増加にも関わらず、全体的な重

篤透析医療事故の減少は事故対策の取り組みが

奏功している結果とも考えられる」と述べてい

る。ただし、一部で医療安全委員会が未設置で

あったり、事故防止マニュアルの禁止行為を継

続していたりする施設も見られたことから、安

全性を優先した啓発活動の継続が重要と考察し

ている。 

m3.com 編集部 2015 年 5 月 29 日(金)配信 

 

＜入院患者の急変発見遅れ 

 1 カ月後に 80 代女性死亡＞ 
 高知市の病院で、心筋症で入院していた高知

県内の 80 代女性の容体急変に数分間気付かず、

処置が遅れていたことが 27 日、分かった。女性

は、低酸素脳症により意思疎通ができなくなり、

約 1 カ月後に死亡した。 

 病院は、死因は心筋症などの悪化と説明。同

時に「今後このようなことがないように周知を

徹底していく」とのコメントを出した。ミスの

起きた時期は明らかにしていない。 

 病院によると、看護師は病室のベッド脇にあ

る心電図モニターで容体を監視していたが、次

の処置のため別の場所にあるモニターで容体を

みていた。このモニターは心拍数に異常がある

と数字が点滅するが、アラーム音は鳴らない仕

組みで、看護師が目を離していたため女性の容

体急変に数分間、気付かなかったという。 

共同通信社 2015 年 5 月 28 日(木)配信 
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